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日吉の地下壕内に残されている

トロッコの線路の枕木の跡

あ

い

さ

つ
永
戸
　
多
喜
雄

地
下
壕
保
存
の
会
は
、
去
る
四
月
一
八
日

に
行
わ
れ
た
第
4
回
総
会
の
議
事
が
終
丁
し

た
瞬
間
か
ら
、
新
し
い
年
度
の
活
動
に
入
り
、

刻
一
刻
と
目
標
に
接
近
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
生
命
感
が
溢
れ
る
運
動
を
保
証
し
て
い

る
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
人
間
が
生
み
出
し

た
愚
か
で
罪
深
い
戦
争
、
直
接
的
に
は
太
平

洋
戦
争
の
現
実
を
闇
か
ら
闇
に
葬
る
こ
と
を

拒
み
続
け
、
あ
く
ま
で
も
平
和
に
こ
だ
わ
ろ

う
と
す
る
強
靭
な
意
志
の
結
び
つ
き
意
外
の

何
も
の
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
莫
大
な
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
蔵
を
可
能
に
す
る
「
科
学
技
術

の
進
歩
」
も
、
地
球
の
危
機
を
早
め
る
現
象

的
な
「
経
済
大
国
」
も
、
太
平
洋
戦
争
が
も

た
ら
し
た
地
獄
図
を
消
し
去
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
お
の
お
の
に
か
か
わ
り
の
深
い
日
吉
の
丘

に
平
和
の
道
標
を
、
と
の
願
い
を
共
に
す
る

仲
間
と
語
ら
っ
て
日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会

を
起
こ
し
て
か
ら
三
年
、
力
の
お
よ
ば
な
か

っ
た
こ
と
に
は
深
く
反
省
し
な
が
ら
、
平
和

へ
の
こ
だ
わ
り
を
ま
す
ま
す
強
め
る
べ
く
、

老
躯
に
鞭
打
っ
て
今
後
と
も
会
員
の
皆
き
ん

と
共
に
歩
み
続
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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運

営

委

員

会

日
時
　
三
月
二
六
日

場
所
　
慶
應
義
塾
高
校

第
一
会
議
室

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
　
会
員
数
＝
四
九
〇
名

脱
退
・
転
移
先
不
明
・
転
勤

退
職
な
ど
で
欠
け
た
人
数
‥

二
二
名

二
年
間
会
費
未
納
者
‥三
一
名

二
、
三
月
一
四
日
‥
日
吉
台
小
学

校
教
職
員
・
P
T
A
が
地
下

壕
見
学
。
参
加
三
〇
名
。

三
、
三
月
二
四
日
＝
国
会
議
員
団

の
日
吉
台
地
下
壕
調
査
の
打

ち
合
せ
。

議
事
一
、
第
四
回
総
会
に
つ
い
て

日
時
　
四
月
一
八
日

午
後
二
時
～
五
時

イ
ベ
ン
ト
　
映
画
上
映

「
戦
争
と
青
春
」

場
所
　
藤
山
記
念
館
大
会
議
室

総
会
次
第
、
役
員
候
痛
、

役
割
分
担

二
、
国
会
議
員
団
の
地
下
壕
調
査

に
つ
い
て

＊
四
月
一
四
日
（
火
）午
後
一
時

＊
藤
山
記
念
館
中
会
議
室
集
合

参
加
予
定
者
約
三
〇
名
。

＊
調
査
後
、
市
や
県
に
保
存
の

た
め
の
要
請
を
す
る
。

三
、
会
報
第
一
六
号
の
発
送
事
務

日

吉

台

地

下

壕

問

題

調

査

団

報
告
去
る
四
月
一
四
日
（
火
）
に
、

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
を
は
じ

め
と
す
る
市
民
団
体
な
ど
九
団
体

に
よ
っ
て
、
日
吉
台
地
下
壕
問
題

調
査
団
が
結
成
さ
れ
、
地
下
壕
の

調
査
と
横
浜
市
長
及
び
神
奈
川
県

知
事
に
対
し
て
、
日
吉
台
地
下
壕

の
整
備
保
存
の
要
請
を
し
ま
し
た
。

取
材
に
き
た
マ
ス
コ
ミ
は
、
テ

レ
ビ
局
で
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
、
日

本
テ
レ
ビ
、
N
H
K
、
T
B
S
、

T
V
K
な
ど
五
局
、
新
聞
で
は
朝

日
、
毎
日
、
読
売
、
産
経
、
東
京
、

神
奈
川
、
統
一
日
報
社
、
社
会
新

報
社
な
ど
八
社
で
し
た
。

午
後
二
時
よ
り
慶
應
義
塾
の
藤

山
記
念
館
で
、
代
表
の
挨
拶
と
保

存
会
の
事
務
局
長
の
地
下
壕
の
話

の
後
、
地
下
壕
に
入
り
、
約
一
時

間
見
て
回
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
手
に
分
か
れ
て
市

庁
と
県
庁
を
訪
れ
、
市
長
及
び
知

事
へ
の
要
請
書
を
渡
し
、
地
下
壕

の
整
備
保
存
の
要
請
を
し
ま
し
た
。

市
は
広
報
課
長
が
出
て
、
「
日

吉
台
地
下
壕
利
用
策
定
計
画
調
査

の
報
告
書
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る

が
、
窓
口
を
ど
こ
に
す
る
か
決
ま

っ
て
い
な
い
。
上
部
に
伝
え
て
検

討
し
、
後
日
返
事
を
し
た
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
県
は
知
事
秘
書

の
方
が
出
て
、
「
横
浜
市
と
連
絡

を
取
り
合
っ
て
検
討
し
た
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
要
請
後
、
県
庁

の
記
者
ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
を
し

ま
し
た
。
以
上
の
一
連
の
様
子
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
は
夕
方
の
ニ
ユ
―

ス
で
、
新
聞
で
は
翌
日
の
朝
刊
で

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

非
常
に
多
く
の
人
々
が
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聴
い
た
た
め
か
、
子

供
達
が
地
下
壕
に
入
り
に
来
た
り
、

電
話
を
か
け
て
き
た
り
し
て
、
地

下
壕
の
入
口
の
方
に
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
当
分
の
間
、
日
吉
台
地
下

壕
の
見
学
会
を
遠
慮
す
る
こ
と
に

致
し
ま
す
。
し
か
し
他
の
地
下
壕

の
見
学
会
を
や
る
予
定
で
す
。

八
月
上
旬
に
、
温
泉
に
一
泊
し

て
松
代
大
本
営
の
地
下
壕
の
見
学

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
四
回
　
総
会
報
告

去
る
四
月
一
八
日
（
土
）
に
第

四
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
約
五
〇

名
の
出
席
者
に
よ
っ
て
議
案
は
す

べ
て
順
調
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
下
壕
の
見
学
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
、
今
後
更
に
慎
重
に
見

学
会
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
早
急
に
別
の
出
入
口
を
確
保

す
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
や
県
に
強
く

働
き
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く

御
支
援
の
程
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
会
後
に
、
上
映
さ
れ
た
映
画

「
戦
争
と
青
春
」
は
、
大
変
好
評

で
し
た
。
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1991年度活動報告

会結成から早くも3年が過ぎました。この間、世界は目まぐるしく変化しました。

日本では、PKOに自衛隊を参加させるかどうかが国会で議論さています。

私たちの運動にも関係し気になるところですが、それ故、私たちの運動が益々重要

な意味を持ってきているのではないでしょうか。

1991年度も、活動報告書にもありますように、様々な活動をして参りました。
これも会員の方々の御支援と御協力のお陰と厚く感謝申し上げます。

会員の数は、この1年間で150名も増え、現在約490名となりました。会報も、

第11号から第16号まで6回、順調に発行することが出来ました。会員の方々か
ら地下壕見学会の感想文などが沢山寄せられ、毎号8ページとなりました。運営委

員会は1回、　幹事会は12回それぞれ開催され、保存の会の核として活動してきま
した。保存の会の具体的活動として全会員を対象とした行事としては、渡辺氏の

「謀略秘密基地・登戸研究所の謎を追う」と田中氏の「なぜ日本は太平洋戦争に突

入していったか」の2つの講演会、八王子市高尾の地下壕と日吉台地下壕の2つの

見学会を行いました。地下壕の見学会は、地元小中学校PTA・教職員、市・県の

小中高の教職員の団体、社会教育団体などからの申込が多く、全部で16回行いま

した。91年度は90年度にもまして日吉台地下壕に対する関心は高く、毎回定員

の何倍かの申込がありました。見学の感想文では、地下壕を早く整備保存し、多く
の人々が見学できるようにして欲しいという声が、多く寄せられています。

マスコミ関係では、例年同様この1年間しばしば取り上げられました。読売新聞、

神奈川新聞、東京新聞、NHKテレビ、TBSテレビ、テレビ東京、東急ケーブル

テレビなどで報道されました。

調査活動では、地下壕内部を幹事によって2回調査しました。また、聞き取り調

査も何回か行い、新しい事実も出てきました。地下壕に関係した団体とかなり交流
が出来るようになり、保存運動をすすめる上でいろいろ参考になる話を聞くことが

出来ました。

地下壕の保存については、今年の4月14日に日吉台地下壕保存の会をはじめ9
団体の参加による「日吉台地下壕問題調査団」が組織され、地下壕の見学・調査を

行いました。その足で県庁と市庁を訪れ、県知事と横浜市長に地下壕の整備保存の

要請書を渡し、県庁で記者会見をして、保存の意義と保存の具体的な方法について

述べました。県当局は「横浜市と相談して、鋭意、保存方法を検討していきたい」

とのことでした。

この日の一連の活動は、当日の午後6時のNHK、日本テレビ、TV朝日、TB

S、TVKなどのテレビのニュース、翌日の朝日・神奈川、毎日、読売・産経、東

京などの朝刊で報道されました。
県当局は関心を持っているようで、とりあえず県庁の国際交流課が窓口になって

います。保存にむかって少しですが光明が見えてきました。目的達成まで会員の方
々と共に頑張って行きたいと思います。ご支援の程を宜しくお願い致します。

これで1991年度の活動報告案の説明を終わります。
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1991年度決算報告書
（単位は円）

1 9 9 0 年 度 決 算 1 9 9 1 年 度 予 算 1 9 9 1 年 度 決 算

1 9 9 0 ．3 ．2 3 －19 9 1 ．4 ．2 1 9 9 1 ．4 ．3－1 9 9 2 ．3 ．3 1 1 9 9 1 ．4 ．3 －1 9 9 2 ．3 ．3 1

収 入 の 部

会 費 3 3 7 5 0 0 2 8 4 0 0 0 4 8 0 5 0 0

カ ン パ 1 9 0 0 0 0 5 0 8 4 5

利 息 1 1 1 6 3 0 0

事 業 益 0 0 1 1 5 8 4 0

繰 越 金 1 8 8 3 0 3 4 1 0 4 3 9 4 1 0 4 3 9

合 計 5 5 3 9 6 6 6 9 4 4 3 9 1 0 5 7 6 2 4

支 出 の 部

会 議 費 1 2 8 0 1 0 0 0 0 5 2 0 0

事 務 費 2 6 9 5 2 4 0 0 0 0 4 7 9 1 9

印 刷 費 3 2 4 7 5 4 5 0 0 0 0 7 2 9 9 6

通 信 費 7 2 9 9 9 1 5 0 0 0 0 1 3 9 2 6 4

資 料 費 3 8 6 0 1 0 0 0 0 0

謝 礼 5 9 6 1 2 0 0 0 0 5 4 3 6 1

予 備 費 0 1 4 4 3 9 3 3 6 8 0

合 計 1 4 3 5 2 7 6 9 4 4 3 9 3 5 3 4 2 0

差 引 残 高

計 4 1 0 4 3 9 0 7 0 4 2 0 4

以上の通り報告します。

日吉台地下壕保存の会事務局長　　寺田貞治　印

1992年4月3日

この報告により収支を監査したところ適正に処理されていることを認めます。

会計監査森山高行印

会計監査天野喬子印
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1991年度決算報告説明書
収入の部

会費

1 9 9 1年度 1 9 9 0 年度

口数 人 数 合 計 人 数 合 計

5 0 0 円 1 5 2 5 0 0 円 3 1 5 0 0 円

1 0 0 0 円 1 3 1 0 3 1 0 0 0 0 円 2 1 8 2 1 8 0 0 0 円

1 0 0 0 円 2 5 0 1 0 0 0 0 0 円 2 6 5 2 0 0 0 円

1 0 0 0 円 3 5 1 5 0 0 0 円 1 2 3 6 0 0 0 円

1 0 0 0 円 4 2 8 0 0 0 円 4 2 0 0 0 0 円

1 0 0 0 円 5 5 2 5 0 0 0 円

1 0 0 0 円 1 0 1 1 0 0 0 0 円

2 0 0 0 円 1 0 1 2 0 0 0 0 円

合　 計 3 7 8 4 8 0 5 0 0 円 2 6 4 3 3 7 5 0 0 円

カンパ

1991年度

10000円＊2口＝20000円

30000円＊1口＝30000円

その他　　　　＝　　　　　845円

合計50845円

事業益

（セミナー・見学会などの参加費）

500円＊37名＝18500円

300円＊18名＝5400円

（資料売上金）

91940円

合計　　　　115840円

支出の部

会議費　セミナーの講師との懇談会

事務費　事務用品，封筒，など

印刷費　会報，総会案内，見学案内などの印刷

通信費　会報の郵送，幹事会の通知など

謝礼　講師の謝礼、調査・見学の時の謝礼など

予備費　関係団体の集会への派遣費

［補足説明］収入の部の事業益は、セミナーや見学会などの参加費と、地下壕関

係の資料等の売上げによるものである。支出の部で印刷費の決算が、予算より著

しく少ないのは、パンフレットの発行（40万円）が出来なかったためである。
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1992年度活動方針（案）

保存の会が結成されて4年目を迎えました。91年度はソビエト連邦が崩壊し、

90年度に引続き激動の年でありました。また昨年は真珠湾攻撃から50周年にあ

たり、改めて太平洋戦争の意味が問われました。中国人・朝鮮人の強制連行や従軍

慰安婦の問題もクローズアップされてきました。それらの人達への戦後補償が問題

となり、現に裁判も起きています。国会でもこれらの問題が取り上げられてはいま

すが、これとは裏腹に、国会では自衛隊の海外派遣を可能にするPKO法案が提出

されようとしています。まだ先の戦争の後始末さえしていないのにと、疑問を感じ

ざるを得ません。日本が、太平洋戦争に対して、厳しく反省し、きちんと後始末を

つけた上でなければ、如何なる貢献も世界の信頼は得られないでしょう。その意味
においても、私たちの運動の重要性が痛感させられます。

太平洋戦争が終わって46年たって、戦争の遺跡が殆ど消え、戦争体験者も少な

くなり、戦争の実相が風化しつつあります。しかし、私たちは風化させるわけには

参りません。平和な世界を築き維持していくためには、戦争というものの本質と実

相を正視し、戦争を知らない世代に正しく伝えて行かなければなりません。そのた

めに、私たちは91年度に引続き調査を活発に行い、地下壕の整備と保存、戦争と

平和を考える場として公開する運動をすすめ、多くの人々にこの地下壕から見える

太平洋戦争の真実と実相を知って頂き、後世に伝えて行かなければなりません。
今後の具体的活動としては、

1．調査活動を活発に行う。
2．見学会・講演会など様々な催しを活発に行う。

3．会報を発行し、パンフレットを作り、PR活動を活発にして会員を増やし、
活動の輪を広げる。

4．全国の関係諸団体との交流を深め、情報交換を活発にする。

5．市や県場合によっては国の行政当局に働きかけ、保存の要請または陳情、請
願、署名運動などを行う。

今年度は、保存の目処が付くように、特に県への働きかけを活発に致したいと思

っております。幸いなことに県当局は日吉台地下壕の保存運動に関心を持っており、

4月14日の要請に対しても前向きの姿勢が感じられました。これからも行政当局

や議会への働きかけが重要になって来るものと思われます。私たちの目的を達成さ

せるためには、多くの人々の理解と支援が必要です。したがって、私たちの運動に
1人でも多く、参加して頂き、支援して頂ける方を増やさなければなりません。
目的達成まで、今年度も宜しく御支援・御協力をお願い致します。

これで1992年度の運動方針案の説明を終わります。
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1992年度予算案
（単位は円）

1 9 9 1 年 度 決 算 1 9 9 2 年 度 予 算 備 考

収 入 の 部

会 費 4 8 0 5 0 0 3 5 0 0 0 0 10 0 0 円 ＊3 5 0名

カ ン パ 5 0 8 4 5 0

利 息 0 0

事 業 益 1 1 5 8 4 0 0

繰 越 金 4 1 0 4 3 9 7 0 4 2 0 4

合 計 1 0 5 7 6 2 4 1 0 5 4 2 0 4

支 出 の 部

会 議 費 5 2 0 0 3 0 0 0 0 各 種 会 合 費

事 務 費 4 7 9 1 9 8 0 0 0 0 事 務 用 品 、 封 筒 等

印 刷 費 7 2 9 9 6 6 5 0 0 0 0 会 報 ， パ ンフレット等

通 信 費 1 3 9 2 6 4 1 6 0 0 0 0 会 報 ， 各 種 郵 送 代 等

資 料 費 0 2 0 0 0 0 書 籍 ・ビ デ オ 等

謝 礼 5 4 3 6 1 8 0 0 0 0 講 師 ・調 査 費 等

予 備 費 3 3 6 8 0 3 4 2 0 4

合 計 3 5 3 4 2 0 1 0 5 4 2 0 4

差 引 残 高

計 7 0 4 2 0 4 0

［補足説明］

会員数491名中、1991年度の会費納入書が378名（約77％）である。

脱退・転居先不明など22名、2年間会費未納者31名なので、現在の実会員数

は438名である。したがって、収入の部の会費収入については、

1000円×438名×0．8＝350000円とした。

支出の部で，予算の印刷費が決算より著しく多いのは、昨年できなかったパン

フレットの発行の費用（220円×2500部＝55万円）を計上したからであ

る。謝礼が多いのは、事業活動を活発化するためである。
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第

4

回

総

会

ア

ッ

ピ

ー

ル

日
吉
缶
地
下
壕
保
存
の
会
が
結

成
さ
れ
て
、
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。

会
が
発
足
し
て
か
ら
の
世
界
情
勢

の
変
化
は
激
し
く
、
遂
に
昨
年
度

は
ソ
連
が
崩
壊
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
世
界
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、

不
透
明
な
時
代
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。
日
本
経
済
も
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
て
景
気
後
退
の
局
面
を
迎
え
て

い
ま
す
。
世
界
を
見
渡
す
と
紛
争

の
火
種
は
あ
ち
こ
ち
で
く
す
ぶ
り

続
け
て
い
ま
す
。
大
き
な
戦
争
に

な
ら
な
い
よ
う
人
類
の
英
知
を
集

め
て
、
紛
争
の
火
種
を
消
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
戦
争

を
放
棄
し
た
日
本
は
、
今
こ
そ
積

極
的
に
人
も
お
金
も
出
し
て
、
世

界
の
平
和
に
貢
献
す
べ
き
で
し
ょ

う
。ま
た
、
冷
戦
構
造
の
陰
で
、
我

々
日
本
人
は
、
日
中
戦
争
や
第
二

次
世
界
大
戦
で
、
ア
ジ
ア
の
人
々

に
対
し
て
大
き
な
被
害
を
与
え
た

と
い
う
反
省
を
、
充
分
や
っ
て
き

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
冷
戦
構
造

が
崩
れ
て
、
ア
ジ
ア
の
人
達
に
対

す
る
戦
後
処
理
を
き
ち
ん
と
し
て

こ
な
か
っ
た
付
け
が
、
今
ア
ジ
ア

の
人
々
か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
意
味
で
、
私
た
ち
日
本
人
は
、

今
初
め
て
加
害
者
と
し
て
の
戦
後

が
始
ま
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

私
た
ち
は
先
の
大
戦
の
真
実
を

知
り
、
当
時
の
日
本
の
行
為
を
厳

し
く
問
い
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
先
の
大
戦
の
厳
し

い
反
省
が
な
け
れ
ば
、
日
本
の
真

の
国
際
化
も
あ
り
得
な
い
で
し
ょ

う
。
日
吉
台
地
下
壕
は
、
戦
争
の

実
相
を
学
び
、
戦
争
と
平
和
を
学

習
で
き
る
貴
重
な
場
所
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー

の
「
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
も
の
は
、

現
在
に
盲
目
と
な
る
」
と
い
う
言

葉
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
遺
産
を
、
現
在
及
び

後
世
の
人
々
の
た
め
に
残
す
べ
く
、

粘
り
強
く
運
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
、
第
四
回
総
会
の
名
に
お

い
て
宣
言
し
ま
す
。

一
九
九
二
年
四
月
一
八
日

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会

一
九
九
二
年
度
保
存
の
会

運
営
委
員
・
会
計
監
査

会
長
　
　
　
鮫
島
　
重
俊

副
会
長
　
　
薄
井
　
芳
夫

田
辺
　
昇

東
郷
　
秀
光

幹
事
　
　
　
久
我
　
俊
二

谷
　
　
栄

小
園
　
優
子

茂
呂
　
秀
宏

谷
藤
　
基
夫

堀
内
　
利
文

宗
田
　
千
絵

日
高
し
ず
子

亀
岡
　
敦
子

馬
養
　
貞
子

白
鶴
　
邦
子

蕪
木
陽
青
生

喜
田
美
登
里

橋
本
ミ
チ
子

石
田
　
誠
吾

事
務
局
長
　
寺
田
　
貞
治

事
務
局
員
　
林
　
　
ち
づ

中
沢
　
正
子

加
賀
谷
欣
之
助

大
西
　
章

会
計
監
査
　
森
山
　
高
行

天
野
　
喬
子

顧
問
秋
本
謙
三

佐
藤
林
平

永
戸
多
喜
雄

お
願
い

一
九
九
一
年
度
及
び
一
九
九
二

年
度
の
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急

お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

年
会
費
は
一
口
一
千
円
で
、
一

口
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

編

集

後

記

◆
四
月
は
新
学
期
を
迎
え
、

ま
た
地
下
壕
調
査
、
市
と
県

へ
の
地
下
壕
保
存
の
要
請
、

総
会
の
準
備
な
ど
、
忙
し
い

毎
日
で
し
た
。

◆
私
た
ち
の
運
動
は
、
ま
だ

ま
だ
前
途
多
難
で
あ
り
、
多

く
の
人
々
、
こ
と
に
地
域
の

人
々
の
理
解
と
協
力
な
し
に

に
は
成
功
し
ま
せ
ん
。

◆
困
難
を
克
服
し
つ
つ
地
道

に
進
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
温
か
く
御
支
援

の
程
を
お
願
い
致
し
ま
す
。


